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【24卒】トップ学生インタビュー：2月以降の就活動向 

 

 

〈質問内容〉 

（１）２月以降の就職活動の進め方 

（２）現時点で志望していない業界・企業を見る可能性 

 

〈対象学生と就職活動状況〉 

24卒就活生 4名（首都圏旧帝大クラス、日系企業志望） 

 

学生A 就活中 （総合商社・デベロッパー志望） 

学生B 就活中（ IT系志望） 

学生C 就活中（通信インフラ系・政府系金融・信託・都銀など志望） 

学生D 就活終了（日系コンサル企業に入社予定） 

 

〈実施日〉 

2023年1月17日 

 

〈ポイント〉 

2月以降の就活では… 

▼1月までに志望業界を絞っており、今後はさらに企業を絞っていく 

▼主な活動はインターン参加・OBOG訪問 

▼企業説明会への参加意欲は低い 

▼志望外の企業・業界を能動的にみる可能性は低いものの、「企業からのオファー」には応じる可能

性はある 

 

------------------------------------------------------ 
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（１）2月以降の就活の進め方 

 

（学生A） 

「現時点では幅広に複数の業界を見ている。基本的にインターンに出た企業は、そのまま本選考にも

参加するつもりでいる」 

「早期選考で（志望度は低い企業の）内定をもらえたら、本命の商社・デベロッパー、あと一部の金

融に絞って就活をしていく」 

「2月以降はインターン参加とOBOG訪問がメインになる予定」 

「OBOG訪問については、個人的なつながり、コミュニティなどをフルに活用していく」 

 

（学生B） 

「2月以降はOBOG訪問を本格化し、企業を絞ろうと思っている」 

「入社先を決める上で＜社員の人柄＞を特に重視しているので、実際に社員と会って話せるOBOG訪

問は絶好の機会」 

「企業説明会にはあまり参加するつもりはない。ある程度業界知識はついてきたし、説明会はきれい

なところしか見られず、表面的な理解しかできない」 

 

（学生C） 

「2月以降の活動は座談会・インターンがメイン」 

「今の志望業界の中で、今後は企業を絞っていくつもり」 

「金融はいくつかインターンに参加予定。IT系は座談会がメイン」 

「IT系業界は今年に入ってから興味を持った。冬インターンがどこも締め切られていて、活動は座談

会メインにならざるを得なかった」 

「OBOG訪問もするつもりだが、現時点ではそこまでガッツリする予定はない」 

 

（学生D） 

「既に本命企業に内定しているため就活をつづけるつもりはない」 

「やりたい仕事が明確に決まっていて、内定先に満足している」 

「就活生の知人は、商社・デベロッパー志望の人は言わずもがなだが、メーカー志望の人も結構OB

OG訪問をしている印象がある。ビズリーチキャンパスだと思うが、コメントのところに知り合いが

いた！という話はよく聞く」 

「別の就活生の知人の話。就活がある程度進んで知識があるため、説明会などよりはマイページなど

から情報収集していくのがメインとも聞く」 
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（２）現時点で志望していない業界・企業を見る可能性 

 

（学生A） 

「自ら志望業界以外を見る可能性はあまりない。あるとしたら、早期内定をとれそうな人気企業」 

「企業からのスカウトについて。志望業界からのスカウトは下位企業でも受ける可能性があるが、そ

れ以外はスカウト・メールが来ても見ない」 

 

（学生B） 

「志望していない業界・企業を能動的に見る可能性はあまりない」 

「企業から（スカウト・メールなどの）オファーが来たり、サークルの先輩など身近な人との会話で

良いと思ったら見るかもしれないが、自分から能動的にはとりにいかない」 

「企業からのオファーについては＜参加負荷が低い＞ことが重要。事前の準備やワークなどがあるも

のはスルーする可能性が高い」 

 

（学生C） 

「志望企業のインターンと座談会、面接対策だけで正直手一杯。12月までのように積極的に探しに

行く可能性は低い」 

「企業から座談会のオファーが来たら見る可能性はある。特に、その業界のトップ企業や人気企業か

らのオファーは見る可能性が高い」 

「実際、もともと志望していなかったIT業界に興味を持ったのは、業界内ポジションの高い企業から

の大学限定座談会のオファーがきっかけだった」 

「リアルタイムの説明会にはそこまで参加意欲がない。わざわざ参加しなくても、企業説明の動画は

大抵ネット上に探せばあるので」 

 

（学生D） 

「志望外の企業を自分から探しにいくことはない」 

「対象を広げる可能性があるとしたら企業からのオファー」 

「過去にdodaキャンパス経由のオファーがきっかけで、1社から内定もらった経験がある」 

「オファーを承諾する際には『オファー文面がプロフィールをきちんと見た上でのものか』『社員と

話せるか』を重視した。就活の軸が『人柄で採用してもらう』だったので」 

「周りでは商社・デベロッパーは志望無関係に記念受験が多い印象。IT系も同様で『将来性がありそ

う』『スキルが身につきそう』だから見ておくという人もいる」 

以上 


